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次第

１ 開会挨拶

２ 委員紹介

３ 正副議長選出

４ 柏市教育福祉会館（ラコルタ柏）及び協議会の概要説明

５ 議題

(1) 令和５年度事業計画及び実施状況

ア 事業計画

イ 実施状況

ウ ラコルタ柏フェスティバルの進捗報告

(2) 報告事項

ア オープンスペース及び空き部屋の活用

イ 公共施設予約システム

ウ 情報発信及び広報

６ グループワーク

〔テーマ〕情報発信方法について

７ 事務連絡

８ 閉会挨拶
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２ 委員紹介 ３ 正副議長選出

NO 選出区分 氏名 推薦団体

1 地域福祉 青柳(アオヤギ) 直樹(ナオキ) 柏市ふるさと協議会連合会

2 社会教育 赤松(アカマツ) 夏子(ナツコ) 柏市公民館運営審議会

3 地域福祉 金子(カネコ) 洋子(ヒロコ) 柏市民生委員児童委員協議会

4 社会教育 坂上(サカガミ) 彩子(アヤコ) ママパパBOUSAIライフ

5 地域福祉 髙市(タカイチ) 樹理(ジュリ) 特定非営利活動法人NPOこどもすぺーす柏

6 その他 富山(トミヤマ) 江美々(エミミ) 公募委員

7 その他 野島(ノジマ) 遥(ハルカ) 公募委員

8 学識経験者 牧野(マキノ) 篤(アツシ) 東京大学大学院教育学研究科

9 地域福祉 山﨑(ヤマザキ) 裕司(ヒロシ) 特定非営利活動法人キャリアデザイン研究所

柏市教育福祉会館運営協議会委員名簿（五十音順，敬称略）
令和５年８月現在
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４ 柏市教育福祉会館（ラコルタ柏）について

教育福祉会館（ラコルタ柏）設置目的

柏市教育福祉会館条例（昭和56年条例第11号）第1条

・多様な市民が集い，つながり，及び地域へ広がるための環境を提供し，並びに市
民による自立的な地域活動を推進することにより，教育及び福祉の相互充実を図
るとともに，地域共生社会を実現するため，教育福祉会館を設置する。

社会教育法（昭和24年法律第207号）第24条

・公民館は、市町村その他一定区域内の住民
のために、実際生活に即する教育、学術及
び文化に関する各種の事業を行い、もつて
住民の教養の向上、健康の増進、情操の純
化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増
進に寄与することを目的とする。

中央公民館
地域福祉センター設置運営要綱

（平成6年6月23日通知）
・地域福祉センターは、地域における福祉活動
の拠点として、地域住民の福祉ニーズに応じ
た、各種相談、入浴・給食サービス、社会適
応訓練、機能回復訓練、創作的活動、ボラン
ティアの養成及び活動の場の提供、各種福祉
情報の提供等を総合的に行うとともに、住民
の参加の下に、地域の実情に応じた各種事業
を実施し、もって地域住民の福祉の増進及び
福祉意識の高揚を図ることを目的とする。

地域福祉センター設置目的
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４ 柏市教育福祉会館（ラコルタ柏）運営協議会について

・教育と福祉の各分野における連携及び協働並びに会館の自立的な運営を
推進するためとしています。

運営協議会の設置目的

・柏市教育福祉会館条例第４条

根拠

・１２人以内
・２年（令和５年４月～令和７年３月末日）

委員数 任期 等

・青柳 直樹 委員 ［柏市ふるさと協議会連合会］
・赤松 夏子 委員 ［柏市公民館運営審議会］
・金子 洋子 委員 ［柏市民生委員児童委員協議会］
・坂上 彩子 委員 ［ママパパBOUSAIライフ］
・高市 樹理 委員 ［特定非営利活動法人NPOこどもすぺーす柏］
・富山 江美々委員 ［公募委員］
・野島 遥 委員 ［公募委員］
・牧野 篤 委員 ［東京大学大学院教育学研究科］
・山﨑 裕司 委員 ［特定非営利活動法人キャリアデザイン研究所］

委員（五十音順）



教育福祉会館

運営協議会

（仮称）

行政 ボランティア団体個人活動愛好会 福祉関係団体サークル活動団体

＜教育福祉会館運営協議会＞
・条例で定められた附属機関であり，承認機関
・生涯学習及び地域福祉の有識者・地域づくり団体
などで構成
・大所高所からのアドバイス
・運営内容のチェック機能

事業相談・提案

アドバイス・チェック機能

協働・支援

＜ラコルタ柏事業推進委員会＞
・コーディネーターの相談機関
・館で行われる事業を中心に，市民目線で改
善につなげられないかを議論
・委員は市民協働・生涯学習・地域福祉に携
わり，実践されている方
・コーディネーターと共に市民の窓口となり，
併せて，館における事業に協力

ラコル
タ柏
の目指
すもの

成果確認

様々な市民が集い，つながり，

地域へひろがり
市民による自立的な地域活動による

地域共生社会の実現

ラコルタ柏
事業推進委員会

ラコルタ柏
コーディネーター

＜ラコルタ柏コーディネーター＞
・市民と行政，市民とラコルタ柏をつなぐ役割
・生涯学習と地域福祉の接着・融合を期待
・事業の企画
・生涯学習・地域福祉のニーズの把握
・館における活動の伴走支援
・情報発信

報告

アイデアやツールの
提案・相談

４ 柏市教育福祉会館（ラコルタ柏）運営協議会について
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ラコルタ柏
事業推進委員会

４ 柏市教育福祉会館（ラコルタ柏）運営協議会について

事業推進委員会
メンバー

氏 名 所属等

川 野 優 あいネット

高 橋 史 成 柏市社会福祉協議会

松 清 智 洋 市民協働支援員

村 田 修 治 市民協働支援員

三 好 玲 子 ここっと

根 本 智 博 一般公募

吉 田 敬 市民活動支援課長

渡 辺 清 一 障害福祉課長

渡 会 美 保 子育て支援課長

沖 本 雅 樹 生涯学習課長

牧 野 共 子 中央公民館長

虻 川 純 子 福祉政策課長
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項 目［公民館］
年間
予定

実施
回数

青少年教育事業 ７ ０

成人教育事業 ４ ０

家庭教育事業 ３ ０

高齢者教育事業 ２ ０

地域づくり事業 １１ ０

イベント １７ ３

― ー ー

合計 ４４ ３
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R５ イベント開催 計画・活動実績

５ 議題 （１） 令和５年度事業計画及び実施状況

項 目
［総合福祉センター］

年間
予定

実施
回数

多世代交流 ６２ １１

子育て ９０ １９

児童健全育成 １５ １

フレイル予防 ２９ １０

障害理解・支援 ２２ ４

居場所・相談支援 ９５ ２４

ボランティア育成 ７ １

合計 ３２３ ７０

※R5年6月末時点
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【活動実績】館内装飾ワークショップ

自主活動グループを結成し，館内装飾
作品をデザイン，作成・展示する。

参加者 １９名（４，５月）

講座実施の目標

活動の結果

活動の成果（参加者の反応・やって見えたこと・わかったこと）

１ ラコルタ柏3階ロビーに作品を展示することで，館内装飾の活動を知っていただくきっかけに
なっている。

２【参加者】保護者が子どもの豊かな表現力に気づく機会にもなっている。
３ 写真撮影を行ったり，制作物の作り方などを確認する様子も見られ，来館者のコミュニケー
ションにもつながっている。

５ 議題 （１） 令和５年度事業計画及び実施状況
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【活動実績】リラックスピラティス

子育て支援活動をしていた講師に多世
代を対象とした講座を提案。どなたでも
参加可能（多世代）な講座の実施へ

参加者 ９人

実施のきっかけ

活動の結果

活動の成果（参加者の反応・やって見えたこと・わかったこと）

１ 多世代を対象にすることで、年齢を超えた交流。

２ 公共施設で行っているので、子育ての講座でなくても安心感があるとの声。

３ シニアの方は、「泣き声さえも元気がもらえるわ」と言っていただいた。

４ ４０～５０代の方は、子どもが泣いたり動いたりしても気にせず講座に参加。

その様子も子育てママには、気持ちが楽な時がある様子。

５ 見守る目、支えてくれる手、気にかけてくれる声、年代別に様々な反応がおこり、そこから

居心地の良いものを引き寄せることができる場であった。

５ 議題 （１） 令和５年度事業計画及び実施状況



【今後の予定】ラコルタ柏交流講座

ラコルタ柏のコンセプト「誰もが
集える みんながつながる 地域
へ広がる」に基づき，さまざまな
人，団体が分野を超えて交流でき，
コミュニティ形成のきっかけづく
りを図る

実施のねらい

実施の内容

・ラコルタ百人パフォーマンス劇場
・館内装飾ワークショップ
・ラコルタ柏・ガーデナー講座
・「自分のSDGｓを見つけよう！」講座
・親子でプログラミング講座
・学校卒業後における障害者の学びの支援事業

５ 議題 （１） 令和５年度事業計画及び実施状況
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【今後の予定】こども・若者向け事業

１ 学生の企画

(1) 英語リスニング短期勉強法

(2) 将棋を楽しもう

(3) 建築模型を作ろう

(4) 夏休み宿題相談

２ 学生の声を受けての企画

(1) メンズ力アップ

(2) メイクme happy

(3) お金の講座

３ その他

未来起業家セミナーは冬以降に

企画予定

チラシ

概要

内容

１ 学生の企画
２ 学生の声を受けての企画
３ その他

５ 議題 （１） 令和５年度事業計画及び実施状況



ラコルタ柏フェスティバル開催に向けた進捗報告

・ラコルタ柏において，各種取組を行っている団
体やサークル等が一堂に会して日頃の活動成果や
作品などを発表し，来場者に団体活動のＰＲを行
う。
・団体の主体性を高めるとともに，団体同士の交
流を図る。

実施の目標

実施の内容

・教育と福祉の連携
・官民協働

意識する点

・実行委員会形式にて実施
・開催日：令和５年１１月１１日（土），１２日（日）
・内容：
①参加団体の日頃の活動成果発表や来館者に向けた体験講座等
②来館者が全館を巡る回遊企画等を実施

５ 議題 （１） 令和５年度事業計画及び実施状況
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１ 令和３年４月のリニューアルオープン以降，多世代（高齢者，親子連れ，
学生等）に来館いただける取組（イベント・講座等）を実施。
ラコルタ柏のさらなる利用者数の増加に向けた情報発信や広報の取組に

ついて検討中。
２ コロナ感染症減少時期から，館の稼働率が増加傾向。（来館者増傾向）
今後も館の周知や来館しにくい方に促す方法をトライ＆エラー。

ウ 情報発信及び広報

１ 中央公民館 ・・・ 導入済
２ 総合福祉センター ・・・ 未導入
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１ 展示会の開催
２ クールシェア事業の実施

ア オープンスペース及び空き部屋の活用

イ 公共施設予約システム

５ 議題 （２） 報告事項



５ 議題 （２） 報告事項

月 令和３年度 令和４年度 令和５年度

４ ２５％ ４０％ ４６％

５ ３０％ ４０％ ４６％

６ ３１％ ４４％ ４９％

７ ４４％ ５０％ ―

８ ３６％ ３６％ ―

９ ２８％ ４６％ ―

１０ ４４％ ５１％ ―

１１ ５０％ ５９％ ―

１２ ４１％ ４７％ ―

１ ３７％ ４６％ ―

２ ３８％ ５０％ ―

３ ３９％ ４９％ ―

平均 ３７％ ４７％ ４７％

ラコルタ柏 貸室の稼働率（参考）

中央公民館

総合福祉センター

部屋名 稼働率 定員 利用料

多目的室 ４０％ ６１人 ７８０円

講座室 ３５％ ２５人 ５３０円

活動室 ２２％ １８人 ４２０円

部屋名 稼働率 定員 利用料

音楽室 ９０％ ８０人 ４７０円

和室 ６１％ １５人 ３７０円

～

茶室 １５％ １７人 ３７０円

料理実習室 ９％ ２５人 ７８０円

ラコルタ柏部屋別稼働率（上位・下位）
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６ グループワーク

グループワークのテーマ２

・情報発信について館全体の課題と感じている。
・様々なSNSを使用しているが，世代等により情報入手方法が異なる
ため，他の効果的な情報発信方法及びどのような発信方法（ア
ピール方法）が効果的かを様々な年代・所属から伺いたい。

グループワークのテーマ１
・若者の利用を増やすためにはどのような情報提供が必要か。
（どのような取り組み（情報）があれば「館に行きたい！」と思うか等）

テーマ設定理由

・日中と比較して夜間の利用が少ない。
→日中同様，夜間の利用を上げるためにはどのような情報発信が必要か。
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グループワーク補足①

利用中の情報発信ツールについて

LINE Twitter Instagram YoutubeFFacebook

・上記ＳＮＳを活用した情報発信に力をいれているととも
に紙でのチラシ・ポスター配架，掲示を図っている。
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グループワーク補足②

グループワークのテーマ１について

・現在若者の利用が以前よりも増加している。オープンスペースや多
世代交流スペース等で勉強する学生や，日中親子スペースで遊ぶ親
子等使用の方法は様々である。

・夜間時の部屋の利用については，音楽室（ダンスやヨガ）が多く，
貸部屋では会議等で利用がある。

・「クールシェア事業」などを実施し，館の周知，来館者の増加を目
指す。

グループワークのテーマ２について
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６ グループワーク

Group Work @ Rakoruta Kashiwa

グループ分け

・Aグループ：山﨑委員，高市委員，富山委員，赤松委員，影山Co.
・Bグループ：牧野委員，金子委員，坂上委員，青柳委員，二瓶Co.

グループワークの進め方

若者の利用を増やすためには，どのような情報提供をしたらよいか。
「どのような情報があれば「ラコルタに行きたい！」と思うか」

３～５枚の付箋を記入してください。

付箋に書かれたことについて共有してください。

１

２

１５分



19

６ グループワーク

Group Work @ Rakoruta Kashiwa

グループ分け

・Aグループ：山﨑委員，高市委員，富山委員，赤松委員，影山Co.
・Bグループ：牧野委員，金子委員，坂上委員，青柳委員，二瓶Co.

グループワークの進め方

付箋に書かれたことについて共有してください。
２

二つのテーマについて，各グループごとに５分程度で投票してください。
３

１５分

１
「夜間の利用を増やすためにはどのような情報発信が必要であるか」

３～５枚の付箋を記入してください。

５分


